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私たちは、第34回近畿弁護士会連合会大会で「外国につながる子どもたちの夢の扉を開こう!〜自己実現を可能
とする教育環境の整備に向けて〜」というテーマでシンポジウムをすることになり、その準備の中でオチャンテさんと
出会いました。

経歴について
―　まずは、オチャンテさんの来歴つ

いてお話しいただけますか。

私は日系ペルー人で、23年前に15

歳で来日しました。両親が1991年に

出稼ぎとして日本に来て、それは 2 〜

3 年のつもりだったので、私と兄と弟

の 3 人兄弟は祖父母と一緒にペルー

で生活していました。でも、2 年〜 3

年のつもりが、気づいたら 5 年になり、

父はある程度日本の生活にも慣れて

いたし、仕事だけではなくて、音楽が

大好きで、アンデスのサンポーニャを

使ったフォルクローレのバンドを組ん

で学校に行ったり、異文化理解推進

の活動もしたりしていたので、もう少

し日本にいようということで子どもを

呼び寄せることになりました。私たち

は、両親の来日から 5 年後の1996年

12月末に来日しました。
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私が15歳、兄が16歳、弟は 6 歳で、

日本語は全くできない状態で日本に来

て、私は中学校、弟は保育園に入り

ました。兄はもう超過年齢だったので、

最初は私の付き添いという名目で、中

学校で日本語の勉強をしていました。

私も兄も中学校に通ったのは、わずか

2 か月だけですが、卒業後には高校

に進学したいという思いがありました。

当時の中学校の校長先生が超過年齢

にもかかわらず兄の入学も認めてくれ、

私と兄は一緒に卒業することができま

した。私も兄も日本語の学習をしたの

はわずか 2 か月に過ぎず、十分に言

葉が分からず、全日制の高校に通うの

は難しいので、選択肢としては定時制

高校がありましたが、入学できるかは

分からないという感じでした。しかし、

そこでも当時の中学校の校長先生と

定時制高校の校長先生の理解と協力

があって、日本語は分からないけれど

も勉強したいという気持ちを認めてい

ただき、兄と一緒に定時制高校に進

学することができました。実際に、日

本語を学んだのは定時制高校です。
―　高校卒業後、オチャンテさんは大

学に進学されたのですね。

はい。高校を卒業してすぐ仕事と

いうのは全く考えていなくて、大学

に進学したいという思いがはっきり

していました。

高校卒業当時は、日本語も 3 年目、

4 年目ぐらいですので、話はできま

すが、文章を書くなどは難しく、学

力的にも厳しいと言われていました。

しかし、当時の日本語の先生やサ

ポートで教えていただいていた先生に、

いろいろな大学の入試制度を調べもら

い、宗教がカトリックで、私の学びた

かった心理学を専攻できる京都ノート

ルダム女子大学を勧めてもらい、無

事に入学することができました。
―　現在の社会心理学という専門分

野にはどのようにしてたどり着き

ましたか?

入学当初は、心理カウンセラーにな

ることを考えていました。しかし、大

学のときに、私と同じようなニューカ

マーの子どもたちの教育のボランティ

アに行っていて、子どもたちが日本語

の勉強だけではなく、家族との関係な

ど、様々なことで悩んでいるんだなと

いうことに改めて気づきました。

そこで、私も、このような子ども

達の力になれるような研究がしたい

と思い、社会心理学の研究をはじめ

ました。

現在の活動について
―　今回のシンポジウムの準備の際

に、ニューカマーの方で努力をして

大学で教えているすごい人がいる

ということでオチャンテさんの名

前が挙がり、連絡を取らせていただ

きました。ニューカマーの子どもた

ちは日本でどんどん増えています

が、外国につながる子どもの高等学

校への進学率は、日本人だったら

98.8%のところが63%しかない。

大学進学率となるとさらに低い中

で、オチャンテさんが前向きに勉強

や研究をし、大学の講師を務めるま

でになられた秘訣は何でしょうか。

早く目標をつくれたことだと思い

ます。大学に行きたい、こういうふ

うになりたいと、自分のなりたいも

のを早い段階でイメージすることが

できたのが大きかったと思います。

外国につながる子どもたちは、日

本においてはマイノリティであり、輝

く機会がなかなかないと思うんです。

ことばにもハンディキャップがあり、

授業についていけず、できない自分

に自尊心も大きく傷つきますし……。

でも、自分が何かできる得意なも

のがある、例えば英語が得意で、「発

音がきれい」と周りに褒められるな

ど、何か強みを持てる子たちがどん

どん次のステップに進んでいるんだ

ということに、いろいろな子どもた

ちの話を聞いて気づきました。

私も、大学に行きたいという目標

を高校に入学する前には持っていた

ことが大きかったと思います。

高校や大学を中途退学した外国に

つながる若者は、退学の理由として、

経済的な理由を挙げる子たちが多い

ですが、実は、これに「学校の勉強

についていけなかった」や「サポー

トがなかった」という理由が重なっ

ていることが多いと感じます。1 つ

の理由だけではないんです。

また、高校生になってくると保護

者の年齢もどんどん上がっていって、

50代の両親が工場でくたくたになる

まで働いているのを見ると、やっぱ

り自分も早く働かなきゃいけないと

思う若者は多いです。

外国につながる子どもの両親やまわ

りの親戚などは、非正規雇用でブル

ーカラーの仕事をしているなどの不安

定な労働環境にいることが多いです。

周囲が「時給いくら」という生活

をしていて、またその生活する限ら

れた地域から出ないことが多く、日

本人について、外国に対してよい印

象を持っていない特定の地域住民や
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両親の雇用主のイメージしか持って

いない子どももいます。

自分で学んで、外の世界に出て、視

野を広げれば、広い考え方を持った

日本人や、外国が大好きな日本人も

たくさんいるんだということに気づ

きます。このことに気づかないまま

孤立してしまうのは本当に残念なの

で、子どもたちにはもっといろいろ

な人と出会って世界をよく見てほし

いなと思います。

外国につながる子どもが日本で暮

らしていく中で、いろいろな可能性

があるんだよということを子どもた

ちが小さい頃から示すことは、非常

に重要だと思います。
―　今回のシンポジウムを開催する

に当たって実態調査をすると、教育

委員会や教育現場が努力して、ポジ

ティブ・アクションの一種として特

別枠入試制度を設け、これを外国に

つながる中学生に分かりやすく説

明したり、ロールモデルとなる先輩

と話ができたりする機会を設けて

おりまして、徐々に高校進学率自体

は向上しているかなとも感じるの

ですが、いかがですか?

確かに高校の進学率は上がってき

ています。

しかし、その後のサポートはまだ

不十分なところもあり、進学しても、

中途退学が多い現実もあります。

さらに、高校卒業後の進路として、

大学とか専門学校の学費が高く、奨

学金も限られ、勉強したくてもすぐ

にはできず、そのまま諦める若者も

多いです。また、高校卒業後の進路

やキャリア支援の情報が受けられな

いと、学ぶことの意義を見出せない

子どもも少なくないです。そのため、

大学進学率は未だに低いです。
―　シンポジウムの前夜の会議では、

パネリストの皆さんで集まってた

くさんお話をしました。皆さん、外

国につながる子どもの教育の分野

では第一人者といえる方ばかりで

す。その会議では、シンポジウムは

翌日なのに、本番さながらの熱い議

論が交わされましたが、皆さんが口

を揃えておしゃっていたのが、「オ

チャンテさん」を増やさないとだめ

なんだよということです。オチャン

テさんのように日本で活躍する外

国につながる若者が増えるような

日本社会でなくてはなりませんね。

大学に行ったからといって必ずし

も幸せになるわけでもないとは思い

ますが、せめて高校まで行こうとい

うことを若者に伝えています。

私は、本当にたまたま運なのか、恵

まれているのか、今まですごくいい

出会いをしてきました。

私は、大学 1 年生のときから京都

ノートルダム女子大学の学長先生

（当時）の縁で、箕面市にある「大阪

ラテンアメリカの会」というNGO団

体にかかわることができました。今

はその団体の副会長をしています。

そこでは日本語の算数ドリルをスペ

イン語に訳して、それをペルーで印

刷をして、学校に毎年3,000部配付し

ています。あと、子どもたちが使っ

ていないきれいな絵本を寄附として
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送るのですが、スペイン語の訳をシ

ールにして絵本のあいているところ

に貼って、ペルーだけでなくパラグ

アイ・メキシコ・ボリビアなどの子

どもに送っています。

その学長先生とは今までずっとつ

ながりがあり、そこから大学関係の

仕事に携わることになりました。ま

た大学院のときから、三重大学の教

員と研究の協力をしたり、ボランテ

ィアや現場での経験をもとに、学会

発表や論文を出したりしてきました。

これらの活動が認められて、大学

の助教のポストに就くことができま

したし、助教として呼ばれた講演会

でその会場にいた方から、また別の

講演会に呼んでいただいたりして、現

在までどんどん活動の幅が広がって

きました。
―　オチャンテさんのお人柄は素晴ら

しく、オチャンテさんにお会いされ

た方々がファンになるのが分かりま

す。弁護士会も、今回のインタビュ

ーも含めてたくさんのお願いをして

います。シンポジウムも外国の子ど

もに携わろう、この現状を何とかし

ようと考えて協力してくださったこ

とに感謝しています。ほかのパネリ

ストの皆さんの知識の深さやお人柄

も素晴らしく、一緒に活動させてい

ただいてとても楽しかったです。

楽しかったですね。皆、仕事でや

っているわけではなくて、使命だとい

うような思いでされているのだと思い

ます。私は、外国につながる子どもだ

けじゃなくて、日本人の子どもたちも、

もっといろいろな人と出会って世界を

よく見てほしいなと思います。いろん

な外国につながる人がいるのだという

ことも知ってほしいので、学校に行っ

たり異文化理解の講演をさせていただ

いたりしています。少しでもお互いの

違いを受け入れ合うような社会になっ

てほしいと思います。

地元・伊賀について
―　オチャンテさんはあらゆるとこ

ろから引っ張りだこで、あちこちに

行かれたりしている一方、最初に来

た町である伊賀のこともすごく大

切に思っていらっしゃいますね。伊

賀にはどういう思いを抱いていら

っしゃいますか。

今、日本では地域によっていろん

な格差があると思いますが、私は伊

賀に来たから今の自分があるんだな

と思っています。

例えば日本語が分からないからと

いって、まったく受け入れてもらえ

ていなかったら、私は多分ペルーに

帰っていたかもしれないです。です

が、伊賀では、私や兄が、進学でき

るように学校の扉をあけてくれまし

た。また、今でも支えてもらってい

る素晴らしい地域の仲間がいます。

父は 4 年前に亡くなったのですが、

父も伊賀のことが大好きで、自分は

伊賀人だといつも言っていました。

生まれはペルーで15歳まで生活し

ていたけれども、自分が大人になっ

たのは伊賀で、実家があるのもやっ

ぱり伊賀なので、地元として誇りに

思っています。

子どもたちのことを真剣に考えて

いる教員もたくさんいて、大学に進
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学したり夢を実現したりしている外

国につながる子どもたちも多いので、

伊賀のようなまちがもっと増えて、ど

こに行っても同じような支援体制が

できるといいなと思います。
―　オチャンテさんが、「日本は『帰る』

場所です」というふうにシンポジウ

ムでおっしゃっていたことが、とて

もうれしかったです。

これから、外国につながる子ども

はどんどん増えて行くと思いますが、

多くの子どもが、日本は素晴らしい、

と感じながら成長する日本社会であ

ってほしいと思います。

今どんどん移民の 2 世の子どもた

ちや、日本しか知らない子どもたち

が増えています。また、私みたいに

大きくなってから日本で育っていく

ことになる子どもも増えていくでし

ょう。やっぱりこの国に来てよかっ

たなと思えるような日本にしたいと

思っています。

地域の大人には、「外国の子ども」

ではなく、地域の子どもだと思って

ほしいです。

外国につながる子どもは、日本語

が分からないことでいろいろな緊張

感もあるし、ちょっとした周囲の目

線や表情でも「外国人だから変な目

で見られたかな」と不安になります。

でも、例えば「こんにちは」「元気

?」とやさしく声をかけてくれるだけ

で、外国につながる子どもたちも地

域の人から受け入れられていると感

じることができ、すごくほっとする

んです。

外国につながる子どもが受けたい

じめや差別の話を聞くと、友達から

「うちのおじいちゃんは外国人が嫌い

だから一緒に帰らない」と言われた、

などのエピソードが出てきます。そ

のような差別表現は大人が発言する

から子どもが真似をして使うと思い

ます。

「どこの国の子ども」ではなく、「地

域の全ての子ども」という視点で子

どもに接してほしいと感じます。

弁護士との 
協働について
―　今回は私たちと一緒にシンポジ

ウムを盛り上げていただきました

が、弁護士会あるいは弁護士に対す

る印象についてはいかがですか。

私、弁護士の方たちとお話しする

機会が今までなかったので、最初電

話をいただいたときに驚いたのです

が、実際に話してみると、いろいろ

な経験をされている方たちばかりで、

本当に外国につながる子どもをとり

まく現状を変えなきゃという思いが

すごく伝わってきました。それで私

も是非このシンポジウムに協力した

いという気持ちになりました。

また、何回かお話をするうちに、本

当に楽しそうにされていて仲間意識

を感じました。弁護士としてのお仕

事が大変だというところもありなが

ら、こういう活動をやろうとされて

いることはすごいということをほか

のパネリストの方たちとも話をして

いました。

私が当事者として語ることができ

る部分はあるけれども、やっぱりで

きることは範囲が限られていて、状

況を訴えることまでしかできないと

いうこともあると思うんです。でも、

これが私の使命だと思ってどんどん

声を上げています。

この分野には、法律のことを知っ

ている方たちが使命としてやらなけ

ればならないこともあると思うし、そ

れを本当に子どもたちのことを考え

てやっている皆さんがいるというこ

とに敬意を払い、これからも一緒に

活動したいと思っています。

シンポジウムにはその熱い思いを

1 日中でも語れるようなすごい人た

ちが集まって、みんないろいろなこ

とはやっているけれども、多分皆さ

んの目標というのはまさに「夢の扉

を開こう!」であって、みんな同じ方

向に向かっているんだなとすごく感

じました。

だから、最終的にまとまった素晴

らしいシンポジウムになったと思い

ます。

これで終わりではなく、実際に全

ての子どもたち、全ての地域の子ど

もたちが自己実現できるように、こ

れからまだまだ課題は多いけれども、

皆さんと出会ったこの縁をこれから

も何らかの形で大事にしたいと思っ

ています。また、私が分からないこ

と、できないことを弁護士の皆さん

に協力していただきたいと思います。
―　先日のシンポジウムが外国につ

ながる子どもたちの夢の扉を開く

第一歩になるといいなと思ってい

ますので、今後ともどうぞよろしく

お願いいたします。

よろしくお願いいたします。
―　本日はありがとうございました。
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